
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桜樹地区の人口 （前月比） 

男  １０５人  （－１） 

女  １００人  （±０） 

合  計 ２０５人  （－１） 

世帯数 １３４世帯（±０） 

令和８年１月３１日現在 

カラー版は西条市役所ホームページで  

ページＩＤ：０１０２２５５ またはＱＲコード→ 

〒７９１－０５４１ 西条市丹原町鞍瀬甲３４４番地 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：(０８９８)７３－２５０５ 

E-mail：sakuragi-k＠saijo-city.jp 
 
 カラー版は西条市役所ホームページで  

ページＩＤ：０１０２２５５ またはＱＲコード→ 

スイセン 

しいたけ栽培講習会（2/28） 
  

講習会の様子は４月号に掲載します。 

お知らせ 

⼭林⽕災予防運動実施中… 
（２⽉１⽇〜５⽉ 31 ⽇） 

全国的に⼭林⽕災が発⽣しています。 
この１⽉から 
林野⽕災注意報・警報の運用も始まっています。 
◆林野⽕災注意報… 
予防上注意を要すると認められる場合に発令 
⽕の使用制限に従うよう努めなければなりません。（努⼒義務） 
◆林野⽕災警報… 
予防上危険な気象状況になった場合に発令 
⽕の使用制限に従わなければなりません。（罰則のある義務） 
※指定する区域︓森林または森林の周囲おおむね１㎞の範囲 
 
今治〜⻄条の林野⽕災から間もなく１年…。 
例年になく降⽔量も減っています。油断しないで、⽕の用心を心がけましょう。 
 

もうすぐ 令和８年４月１日開始 自転車は車のなかまです。交通ルールを守り、必ずヘルメットを着用しましょう！ 

自転車の交通違反に「交通反則通告制度」いわゆる「青切符」が導入されます。 
１６歳以上の自転車をはじめとする軽車両の交通違反者に対し、自動車等と同様に「交通反則通告制度」 

いわゆる「青切符が適用されます。  対象となる行為は 100 種類以上 反則金額は原付と同一  

ながらスマホ 遮断踏切立入り 信号無視 通行区分違反 一時不停止 並進・二人乗り 
反則金 12,000 円 反則金 7,000 円 反則金 6,000 円 反則金 6,000 円 反則金 5,000 円 反則金 3,000 円 

※飲酒運転など悪質な違反については、 これまでとおり刑事処分対象となり、「赤切符」等で処理されます。 

 

環境美化運動の一環として、実施いたします。 
ご協力をお願いします。  

クリーン清掃（鞍瀬）  
○⽇ 時 ３⽉８⽇（⽇） ８︓３０〜 
○場 所 桜樹公⺠館前に集合 
○内 容 空き缶拾い、サクラ等、樹木の手入れ 

令和８年度 
中川⼩学校区市⺠運動会 

開催予定  
４⽉１９⽇（⽇） 午前９時開会（午前中開催）  
丹原⻄中学校グラウンド（雨天時は体育館）  

※詳細は４月号でお知らせします。 

昨年の様子 

火の使用制限 
・火入れ・煙火・火遊び・たき火・
燃えやすい物の近くでの喫煙を
しない。 
・残火、取灰又は火の粉を始末
すること。 

 

詳しくは、⻄条市消防本部の 
ホームページをご覧ください。 

春の全国火災予防運動 
令和８年３月１日～３月７日 

急ぐ⽇も 
足止め⽕を止め 

準備よし 

夕暮れ時の早めのライト点灯。運転に集中。 ～外出する際は、明るい服装・反射材着用・点灯具活用～ 



 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権について考える『今週の人権標語』 
公⺠館前掲⽰板に掲⽰しています。 

2026 年 2 月 10 日 
   ～毎月 10 日は人権を考える日～ 

 
 

 
受け入れること 

西条市立小松中学校 ２年 畑中 希心 
 

僕は難聴だ。この障がいで、悲しい出来事もたくさんあった。それでも今、みんなは難聴の僕を受け
入れてくれている。 

僕は、生まれつき音が聞こえない。生まれてすぐは乳を全然飲まず、死にかけたらしい。ようやく乳
を飲むようになった後、僕は耳が聞こえないのだと親は医者から聞かされた。母はショックで、とても
悲しんだ。それでも、僕を幸せにしようと、一歳二か月の時に右耳、一歳六か月の時に左耳の手術を     
して、人工内耳というものを付けた。それで、音が聞こえるようになった。 

とても不思議だった。なぜ、障がい者である僕を幸せにしようとしてくれるのか。でも、そのことを
両親には聞けなかった。 

そうして、僕は松山聾学校の幼稚部という難聴のための幼稚園に入学し、卒業後は地元の小学校に   
入学した。みんなと初めて出会った場所だ。 

みんなは僕のことをとても不思議そうに見てきた。だけど、すぐに仲良くなった。けれど、友達と     
呼べるほど仲良しになれる人はいなかった。そして、何か月か過ぎると、一人、また一人と離れていき、
僕はとうとう一人ぼっちになった。とても悲しかった。もっとみんなと話したい。けれど、話したら嫌
われそうだという気持ちが強かった。だから、担任の先生と話したり、本を読んだりして過ごすことが
多くなった。正直、寂しかった。ただ家では、オンラインゲームで楽しく過ごすことができた。僕の心
の休けい所だった。 

五年生になったある日、オンラインゲームのチャットで、「僕、実は難聴なんだ。」と思い切って言っ
た。すると、「難聴は帰れ。」と心ない言葉を投げられた。その後も「障がい者は要らない。」「とっとと
消えて！」など、残酷な言葉をいくつも投げられた。そして、ついには仲が良いと思っていた人からも
悲しい言葉を投げられ、いじめられた。とても辛くて、悔しかった。大切な人に裏切られ、たまらなか
った。障がい者として生まれたことを僕は憎んだ。 

最悪の気持ちがしばらく続いた。でも、ネットでいじめられたことや難聴という障がいについて、    
みんなに知ってもらいたい、だまってはいけないという気持ちの方が強くなっていった。それで勇気を
出して、別のオンラインゲームで、再び「難聴だ。」と打ち明けた。すると、仲の良い人たちから、        
「どうして早く言ってくれなかったの。」となぐさめられた。こんな自分を受け入れてくれる人がいると
思うとうれしかった。救われた思いがした。そして、もっと多くの人に難聴のことを知ってほしいと思
うようになった。だから、小学校でも勇気を出してみんなと話すようにした。すると、そのうち友達と
思える人ができ始めた。毎日の学校が楽しくなった。 

僕は、小学校を卒業し、中学校に入学した。そして、他の小学校の生徒とも一緒になった。少年自然
の家や体育大会などの行事で、心配事はいろいろとあった。でも、みんなのサポートがあり、楽しく     
過ごしたり練習したりできた。みんなは僕のことを受け入れてくれていると安心している。 

けれど、まだ不安が心の底にある。また、いじめられるのではないかという心配が、心の中から消え
ない。僕はおそるおそる友達に聞いてみた。 
「なぜ、僕を大切にしてくれるの？」と。 
すると、 
「君は友達だから。難聴だったとしても、それ以外は同じだから。」 
と言ってくれた。その言葉で、今まで僕に関わってくれた家族や大人たちが、なぜ可愛がってくれたり、
怒ってくれたりしたのか、疑問が全て解けた気がした。僕は、自分を健常者とは別の、違う存在のよう
に感じていたが、家族や大人は、同じ子どもとして、対等に見て接してくれていたのだ。心の底から     
感謝し一人で涙を流した。 

僕は今、普通に生活を送っている。家族がいて、友達もいる。だけど、難聴という他の人とは少し      
違う生活を送っている。不便なところはあるが、それ以外は何も変わらない。 

人はみんな、それぞれ人権を持っている。人権は、この世の中で、人らしく幸せに生きる権利だ。      
健常者の人たち、難聴者の人たち、他に障がいのある人たち、人権はみんなに平等に与えられている。
それなのに、少しの違いを理由に、受け入れなかったり、いじめたりして奪ってはいけない。障がいが
あっても同じ人間なのだ。それぞれの個性を受け入れて認め合うことで、みんなが幸せになれる。もし
困っている人がいたら、こう言いたい。「みんな同じ人間だ。だから、胸を張って前を向こう。」  

僕は、これからも明るく幸せに生きていきたい。 
 

西条市人権教育協議会  西条市人権擁護課 

出典：松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会主催「第４４回全国中学生人権作文コンテスト」  
愛媛県大会 最優秀賞（松山地方法務局長賞）       （松山地方法務局ホームページ） 



    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

お知らせ 

「怪しい」と思ったら遠慮なくご相談を 
西条西警察署 0898-64-0110 
警察安全相談総合ダイヤル #9110 

ご活用ください。 

詐欺や迷惑メール対策のパンフレットが公民館にあります。 

もしもに備えて… 
自宅で安全確保～日頃の対策  
●自宅の点検をしよう！…家の外・家の中 
●自宅での避難生活の備え…自力で３日
間を過ごせる準備！備蓄品を備えましょう
（消費と購入を繰り返すローリングストック
方式による備蓄） 
●非常時の持ち物…チェックしましょう。 
（冬：防寒対策も忘れずに…） 

桜樹地区の 

「指定緊急避難場所」と「指定避難所」  
①指定緊急避難場所⇒（旧）鞍瀬小学校、 

臼坂ちびっこ広場、高座集会所  
＊桜樹公民館は指定されていません 

「指定緊急避難場所」は、災害による危険が切迫した 
状況において、住民が災害の危険から命を守るため 
緊急に避難する際の避難先です。西条市では桜樹地区
の各自治会長を通じて住民に事前避難を呼びかけ、 
その際の避難先として中川公民館を開設しています。 

 
②指定避難所⇒桜樹公民館 
「指定避難所」は、台風等の災害による危険性がなく 
なった後も一定期間避難者が宿泊滞在することを想定
していることから、桜樹地区では桜樹公民館を「指定 
避難所」としています。 
 
※警戒レベル３（高齢者等避難）以上が発令された場合、

桜樹公民館は土砂災害警戒区域に設置されているため、 

閉館します。（「西条市公民館における気象警報等の対応基準」

より一部要約） 

その警察官 本物ですか？ 

本物の警察官は SNS で連絡しません！ 
▲リモートで取り調べをすることはありません！ 
▲ビデオ通話で警察手帳や逮捕状を見せたりしません！ 
▲お金を振り込ませたり、キャッシュカードを預かったり   

しません！ 
警察官、銀行の職員などを名乗る人物に、 
→カードの暗証番号は、絶対に教えない！ 
→カードや通帳は絶対に渡さない！  

地域安全ニュース『天狗岳』令和７年秋号、令和８年冬号より 

■枕元においておきたいもの 
□運動靴（底が厚いもの） □懐中電灯・ヘッドライト 
□携帯電話・スマートフォン □非常持出袋（リュックサックなど） 
□防寒着 □タオル・毛布   （『西条市高潮ハザードマップ』より） 

令和８年度 

古典講座受講生募集 
 
○日 時：令和８年４月から令和９年３月まで 

毎月おおむね第１土曜日 13：30～15：30 
（初回は４月４日）  

○場 所：西条市佐伯記念館・郷土資料館 
     西条市丹原町池田 1711-1 

Tel0898-68-4610 
 

○内 容：「百人一首」 
○講 師：武田 眞 氏 
 
○定 員：60 人（先着） 
○受講料：開講日にお知らせします。（年 3000 円程度） 
  その他：テキスト料（実費：800 円程度） 

お持ちの本で代用できます。 
○受付期間：～３月１３日（金） 
○提出先：西条市佐伯記念館・郷土資料館 
○問合せ：090-4336-3070（黒川） 
※後  援：西条市教育委員会 

革細工教室 
（革細工 de キーケース or キーホルダー）  
と き ３⽉１８⽇（⽔）１３︓３０〜 
ところ 桜樹公⺠館 学習室 
講 師 浅⼭ 美恵 氏 
材料費 ➀キーケース（４連⾦具） 

︓１，３００円 
②キーホルダー （花）︓５００円 
③キーホルダー（刻印）︓４００円 

定 員 １０人 
締切り ３⽉２⽇（⽉）〜１０⽇（⽕） 
申込先 桜樹公⺠館 

TEL0898-73-2505 

募集 

② ➀ 

③ 

ＮＨＫ朝の連続テレビ小説、ご覧になっていますか。 

先日「やなせたかしの人生と作品世界」と題した講演
（１/25 丹原公⺠館）を聞きました。やなせさんは言
わずと知れた『あんぱん』のモデルです。ドラマ化に
際して、財団ではその妻小松暢さんの照会に苦心さ
れたそうです。やなせさんは公人ですが、暢さんは私
人で縁者も健在だからです。伝えられることは客観
的な事実だけ。あとは脚色次第。実在の人物をモデル
にしたフィクションといわれる所以（ゆえん）です。 

現在放送中の『ばけばけ』。小泉八雲と妻せつさんが
モデルです。ドラマはちょうど松江にいたたまれな
くなり、熊本に移り住むところです。なんだか松江の
印象が…と案じてしまったのですが、松江に限った
ことではないようです。私の認識は、ラフカディオ・
ハーンは『日本の面影』『怪談』の作者で、小泉せつ
さんと結婚し日本に帰化した、という程度。外国人
と、その外国人と結婚した日本人の妻が好奇の目に
さらされていたことに考えが及びませんでした。 

ドラマはドラマとして楽しみつつ、考え、学んでいき
たいと思いました。� 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

日 曜日 内   容 

１ 日 休館日 

７ 土 休館日 

８ 日 休館日  クリーン清掃（鞍瀬）8：30～ 

１４ 土 休館日 

１５ 日 休館日 

１７ 火 卒業証書授与式       丹原西中学校 

１８ 水 革細工教室 13：30～ 

２０ 金 休館日【春分の日】 

２１ 土 休館日 

２２ 日 休館日 

２４ 火 卒業証書授与式        中川小学校 

２５ 水 修了式     中川小学校・丹原西中学校 

２８ 土 休館日 

２９ 日 休館日 

 

資源ごみ・危険ごみの拠点回収 
 

桜樹公民館 

●対象ごみ 

①資源ごみ(「びん」は対象外)【缶・古紙・ペットボトル】 

②危険ごみ【水銀系ごみ】  ⇒屋外ストックハウスに 

②危険ごみ【充電池】 ⇒館内専用コンテナに 

●回収時間（時間外施錠します） 
・開館日の午前 9 時から午後 4 時まで 時間厳守 

お楽しみカフェ保井野 
１２月まで 

（毎月第１木曜日） 
10：00～11：30 

４月に再開予定です。 

ごみステーションでの収集は、 

新指定ごみ袋（有料）のみです。 
もえるごみ（みどり色） 

もえないごみ（オレンジ色） 

※外袋は乾電池用ごみ袋 

～西条市地域包括支援センター丹原からお知らせ～ 

～『ふらっと茶屋』～ 参加費無料 
 
〇日時：3 月 23 日（月）午前 10 時から 
〇場所：丹原公民館 ホール 
〇内容：「人生の第 2 幕が楽しい！」 

～尾崎光昌さん(丹原在住)に健康の秘訣を 
聞いてみよう！～ 

      ♪ハーモニカ演奏もお楽しみに♪ 
〇対象：どなたでも参加できます  

※専門職がお困りごとの相談にも応じます。 
お問合せ：西条市地域包括支援センター丹原  

       ☎0898-35-3427 （申込み不要） 
 

凍結防止剤 公民館前にあります。
今年は濃い桃色の袋です。 

凍りそうなとき、ご利用ください。 適量使用と湿気注意です。 

保健センター便り 0897-52-1215 

保井野地区 
～移動販売～ 

２週間に１回 
水曜日午後３時ころ 
（保井野集会所付近） 

３月は ４日、１８日 

【一般照明用の蛍光ランプの製造・輸出入
は 2027 年末までに廃止されます】 

既に使用している製品の継続使用、廃止日ま
でに製造された製品（在庫）の売り買い及び
その使用が禁止されるものではありません。 
LED 照明への計画的な更新をお願いいたし
ます。切替工事が必要な場合もあります。 

インフルエンザなど流行中 
～気をつけましょう～ 

セルフケアでこころを健康に 

◎生活習慣を整える 

バランスの取れた食事や良質の睡眠、適度な運動の習慣を維持することが、

こころの健康の基礎固めとなります 

◎考え方やものの見方を少し変える 

問題点や良くないことばかりではなく、実際にできていること、うまくいって

いることに注意を向けてみましょう。 

◎困ったときは誰かに話してみる 

身近な人に話を聞いてもらうことで気持ちが楽になったり、話すことで自分

の中で解決策が見つかったりすることもあります。 

こころと体の不調が続くときには、早めに専門家に相談しましょう。 

 

♦古紙 (第４火曜日) ３月２４日 

♦ガラスびん・ペットボトル・スプレー缶など 
(第３木曜日) ３月１９日 

割れた食器は資源ごみで出さないでください！！ 
ガラス・金属・陶器製の食器はもえないごみです。 

（少量ずつ出してください。）   


